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●各ページのドライブデータは、出発都市の中心地から岬近くまでのおよその走行距離を算出したもので、実際と異なる場合があります。かかる時間には道路事情や休憩時間等は加えていません。
●岬および展望台等に行く道路では、道幅がかなり狭い箇所もあります。また、岬灯台には急な階段などを利用する場合もありますので、現地で確認してください。i

◎愛媛県の「佐田岬半島」から望む絶景。◎愛媛県の「佐田岬半島」から望む絶景。

●各ページのドライブデータは、出発都市の中心地から岬近くまでのおよその走行距離を算出したもので、実際と異なる場合があります。かかる時間には道路事情や休憩時間等は加えていません。
●岬および展望台等に行く道路では、道幅がかなり狭い箇所もあります。また、岬灯台には急な階段などを利用する場合もありますので、現地で確認してください。

未 知 に で あ う 道 を い こ う

は
じ
め
て
の
道
を
走
る
と
き
、

い
つ
も
期
待
で
心
が
と
き
め
く
。

海
沿
い
の
道
を
辿
れ
ば
、先
の
ま
た
先
に
な
に
が
あ
る
か
、

だ
れ
も
が
そ
の
眼
で
確
か
め
た
く
な
る
。

瀬
戸
内
に
は
、

日
本
一の
長
さ
を
持
つ
愛
媛
の
佐
田
岬
半
島
を
は
じ
め

徳
島
の
蒲
生
田
岬
に
高
知
の
横
浪
半
島
、

香
川
で
は
浦
島
伝
説
が
残
る
荘
内
半
島
、

夕
日
に
息
を
の
む
兵
庫
の
赤
穂
御
崎
、

そ
し
て
広
島
に
行
け
ば
安
芸
灘
を

縫
う
よ
う
に
走
る
と
び
し
ま
海
道
な
ど
、

絶
景
と
感
動
の
岬
が
あ
る
。

車
窓
か
ら
見
え
る
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
、

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
水
平
線
の
美
し
さ
。

そ
し
て
岬
の
端
は
、

な
に
も
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
３
６
０
度
の
大
眺
望
。

瀬
戸
内
の
岬
を
め
ぐ
る
ク
ル
マ
旅
。

き
っ
と
、い
ま
ま
で
に
な
か
っ
た

感
動
体
験
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
先
に
な
に
が
あ
る
。

は
じ
め
て
の
感
動
が
待
つ

岬
を
め
ぐ
ろ
う
。

i



徳島県
阿南市

徳
島
市
街
地
か
ら
南
下
、

岬
を
目
指
そ
う
。

　蒲
生
田
岬
へ
は
国
道
55
号
で

市
街
地
を
抜
け
て
南
下
、表
示
を

手
掛
か
り
に
半
島
の
道
を
目
指

そ
う
。緩
や
か
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

も
少
な
く
ド
ラ
イ
ブ
は
快
適
。時

間
も
さ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
。シ
ン

ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の「
波
の
詩
」

が
見
え
た
ら
目
的
地
の
岬
に
到

着
だ
。

　灯
台
入
口
に
あ
る
駐
車
場
に

ク
ル
マ
を
止
め
、山
の
緑
と
潮
風

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、散
歩
感

覚
で
灯
台
ま
で
行
け
る
。遊
歩
道

の
広
場
で
一
服
と
り
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
回
り
込
む
の
が
オ
ス
ス
メ

だ
が
、健
脚
な
ら
約
40
メ
ー
ト
ル

の
石
段
に
挑
戦
す
る
の
も
い
い
。

　灯
台
か
ら
は
雄
大
な
太
平
洋

の
白
い
波
し
ぶ
き
が
美
し
い
。天

気
が
よ
け
れ
ば
遠
く
和
歌
山
の

「
日
の
岬
」や
大
鳴
門
橋
、淡
路
島

ま
で
見
通
せ
る
。こ
の
大
海
原
を

ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が
泳
い
で
き
た

か
と
思
う
と
感
動
だ
。

釣
り
場
探
し
は

対
岸
の
椿
泊
で
。

　絶
景
に
感
激
し
た
あ
と
、時

間
が
許
す
な
ら
半
島
の
北
側
、

ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が

た
ど
り
つ
く
感
動
岬
に
。

45

室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
位
置
す
る
蒲
生
田（
か
も
だ
）岬
は
四
国
最
東
端
の
岬
だ
。

橘
湾
を
は
さ
み
ふ
た
つ
あ
る
岬
の
南
側
は
、ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と
し
て
も
有
名
。

岬
の
灯
台
に
立
っ
て
眺
め
る
水
平
線
の
彼
方
か
ら
、

す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

四国最東端、ウミガメの岬

蒲生田岬

道の駅「公方の郷なかがわ」

かもだ岬温泉保養センター

岬までは、平坦で運
転しやすい道が続く

。
岬までは、平坦で運

転しやすい道が続く
。

＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉

灯台に向かう入り口には岬の碑「かもだ石」があ
る。この場所に波と風をテーマにしたモニュメント「波の

詩」が設置されてから、そのハー
ト型の大穴にふたりで腰をかけ
れば愛がかなうと口コミで広が
り、蒲生田岬には“恋人岬”の呼び
名が加わった。オススメのフォトス
ポットだ。

恋人岬の
遊歩道

ドライブのひと休みなら、バイパス55号に面し
たここがオススメ。地元の新鮮野菜や魚介類
に阿南市はじめ、徳島の名物、特産品が勢ぞ
ろいする。情報コーナーもあり、休憩を兼ねて
蒲生田岬に向かう前に観光情報を仕入れる
のにもいい。
●阿南市那賀川町工地803
●0884-21-2631問

所

岬に向かう道の高台にある。やわらかな泉質を
持つ天然温泉で、自慢の露天風呂では、開放
感いっぱいに大小さまざまな島と雄大な太平
洋を眺めながらこころから寛げる。
●阿南市椿町船瀬60-2
●0884-21-3030問

所

日和佐うみがめ
博物館カレッタ
蒲生田岬からさらに南に走れば、ウミガメの産
卵地として有名な日和佐がある。カレッタは、
「自然と人間の共存」をテーマにした世界でも
珍しいウミガメの博物館だ。ウミガメの進化の
過程をはく製などでわかりやすく展示するほか、
生きたウミガメの生態が観察できる水槽もあ
る。大浜海岸の景観もすばらしい。
●海部郡美波町大浜海岸●0884-77-1110問所

蒲生田岬の北対岸にある椿泊は、阿波水軍
の城下町だったところ。蜂須賀氏に仕えた森
氏二代目の村春が「松鶴城」を築き、朝鮮出
兵や大阪冬の陣で活躍したエピソードが残
る。いまはハモ、タチウオ、伊勢海老漁が盛ん。
湾内の穏やか風景を眺めながら、釣り糸を垂ら
すのも一興だ。

椿泊（つばきどまり）の町並み

「あ！なんバーガー」が旨い！
小腹グルメついでに

ちょっと！

未
知

にで
あう道をい

こ
う

蒲生田岬灯台

モニュメント「波の詩」

かもだ岬温泉保養センター

橘湾

大宮八幡宮

国道55号
バイパス

至道の駅「公方の郷なかがわ」・
徳島市

至
日
和
佐
う
み
が
め
博
物
館

カ
レ
ッ
タ
・
室
戸
岬

椿泊

対
岸
に
見
え
る
漁
師
町
・
椿
泊

（
つ
ば
き
ど
ま
り
）を
訪
ね
て
み

た
い
。か
つ
て
は
阿
波
水
軍
の
大

将
だ
っ
た
森
家
の
拠
点
と
し
て

栄
え
た
由
緒
を
持
つ
。釣
り
糸
を

垂
ら
す
の
に
も
い
い
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
。た
だ
海
と
山
が
迫
る

地
形
の
た
め
漁
港
が
近
づ
く
に

つ
れ
道
幅
が
狭
ま
り
、か
な
り
慎

重
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
た
い
。大

型
車
の
乗
り
入
れ
は
控
え
た
い
。

　絶
景
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

気
分
。蒲
生
田
岬
の
旅
は
異
な
る

魅
力
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

ハートの大穴が目印だ。

道幅が狭く、
運転は慎重に。この辺りはどこでも

釣り糸を垂らせられる。

●写真提供／阿南市

フライした地元特産のシラスと自家
製タルタルソースが絶妙な取り
合わせ。バンズのかわりに
ナンでサンドしたご当地
バーガーは、味はもちろ
ん、シャレ気もいい。かも
だ岬温泉で味わえる。

か も だ

ドライブデータ
●大阪／神戸方面から「神戸淡路鳴門自動車道」利用、195.8㎞／164.3㎞
●広島・岡山方面から「瀬戸中央自動車道」利用、329.4㎞／196.0㎞
※出発地中心部から灯台周辺までの距離

岬 でひと風 呂

岬の スポット立 ち 寄 り



愛媛県
西宇和郡
伊方町

八
幡
浜
か
ら一気
に
岬
ま
で
。

　
四
国
の
最
西
端
に
あ
る
灯
台

に
は
、太
陽
が
昇
り
切
る
前
の

朝
の
う
ち
に
い
く
の
が
い
い
。さ

す
が
日
本
最
長
、少
し
時
間
は

か
か
る
が
ク
ル
マ
の
窓
か
ら
見

え
る
景
色
は
飽
き
る
こ
と
が
な

い
。道
の
突
き
当
り
に
あ
る
駐
車

場
に
着
い
た
ら
、こ
こ
か
ら
は
山

道
ハ
イ
ク
だ
。約
１
・
８
キ
ロ
の

道
の
り
だ
が
、変
化
に
富
ん
だ

絶
景
に
出
会
え
、少
し
ば
か
り

汗
を
流
し
て
も
来
た
甲
斐
あ
っ

た
と
思
え
る
。最
後
は
階
段
を

上
り
き
ろ
う
。ど
こ
ま
で
も
続

く
水
平
線
に
感
激
、達
成
感
が

心
地
い
い
。最
西
端
を
標
す
碑
の

先
に
は
、九
州
の
大
分
ま
で
見

通
せ
る
大
絶
景
が
広
が
っ
て
い

る
。　

　思
い
出
いっ
ぱ
い
の

帰
り
ド
ラ
イ
ブ
。

　
岬
か
ら
の
帰
り
は
ク
ル
マ
を

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
、ゆ
っ
く
り
走
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ッ
ト
に
立

ち
寄
ろ
う
。九
州
行
の
フ
ェ
リ
ー

も
発
着
す
る
三
崎
港
に
は
土
産

店
や
食
事
処
が
並
び
、気
軽
な

釣
り
場
に
も
な
る
。ミ
カ
ン
や
農

産
物
を
選
ぶ
な
ら
道
の
駅「
瀬

戸
農
業
公
園
」が
オ
ス
ス
メ
だ
。

帰
り
道
の
お
楽
し
み「
メ
ロ
デ
ィ

ラ
イ
ン
」が
あ
る
の
も
こ
の
辺

り
。ク
ル
マ
の
窓
を
開
け
て
走
れ

ば
、お
な
じ
み
の
曲
が
聞
こ
え

て
く
る
。岬
め
ぐ
り
の
思
い
出

土
産
を
も
ら
っ
た
気
分
だ
。そ
の

ほ
か
、海
の
方
に
下
れ
ば
、当
地

の
名
物
が
味
わ
え
る「
シ
ラ
ス

パ
ー
ク
」や
天
然
温
泉
の「
亀
ヶ

池
温
泉
」な
ど
、旅
の
楽
し
み
を

膨
ら
ま
せ
て
く
れ
る
。

細
く
な
が
い

崎
の
先
へ
。

日
本
一
に
行
こ
う
。

さ
き
　
　
　 

さ
き

67

愛
媛
県
の
佐
田
岬
は
、北
に
瀬
戸
内
海
の
伊
予
灘
、南
に
宇
和
海
を
望
み
、

豊
予
海
峡
に
突
き
出
し
た
小
槍
の
よ
う
な
半
島
だ
。

対
岸
の
大
分
県
佐
賀
関
ま
で
は
わ
ず
か
16
キ
ロ
、ま
さ
に
四
国
最
西
端
を
実
感
で
き
る
。

先
端
の
灯
台
に
は
、付
け
根
部
の
八
幡
浜
か
ら
全
長
お
よ
そ
40
キ
ロ
の
ド
ラ
イ
ブ
。

小
気
味
よ
く
曲
が
る
道
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
こ
う
。

四国の最西端、日本最長の半島

佐田岬半
島

道の駅・みなとオアシス
八幡浜みなっと

伊方町健康交流施設
亀ケ池温泉

メロディーラインは、
窓を開けて走ろう。♪

「みかんの花咲く

丘」が、聞こえてくる
♪

道路の終点にある駐車場から灯台までは、片道1.8
キロのハイキングコースになる。看板横の木々のトンネ
ルを抜ければ、岬の右左に回り、変化に富んだ絶景スポッ
トがぎっしりだ。体力があれば、チャレンジしてみたいが、アッ
プダウンも多く、少々時間がかかるので無理は禁物。途中で
雨もしのげないので天候も要注意だ。
駐車場から眺望する四国最西端の灯台と岬の雄大さだけで
も、感動十分だ。

1.8キロの
絶景ハイクを楽しむ。

地元の産直野菜や特産品が集う「アゴラマル
シェ」、水揚げされたばかりの旬の魚が仰天の
安さの「どーや市場」、新鮮な魚介グルメや当
地のソウルフード・八幡浜ちゃんぽんがうまい
「どーや食堂」に、情報発信基地の「みなと交
流館」がある。佐田岬に向かうランドマークだ。
●八幡浜市沖新田1581-23
●0894-21-3710（みなと交流館）問

所

地底1500mの火山岩と鍾乳
石の地層から噴き出た良質のお湯がやさしく
疲れを癒してくれる。無料の足湯もうれしい。
●西宇和郡伊方町二見甲1289
●TEL.0894-39-1160問

所

佐田岬灯台クルージング

愛媛といったらやっぱりみかん。

豊予海峡の潮流、岬の砲台など、岬の先端ま
で行ける。船上からでしか見られない絶景ポイ
ントを眺め、岬最先端の交流施設にも上陸で
きる。このほかにも、海上サイクリングからBBQ
など、岬のまちならではのアクティビティも多彩
にある。
●西宇和郡伊方町三崎576
●0894‐21－2247
　（特定非営利法人さだみさき夢希会）

超安値の魚介類もオススメだが、佐田岬でどこ
に立ち寄っても充実ぶりが目に付くのが、やはり
みかん製品。ドリンク、ジャムからスイーツまで選
ぶのが楽しい。道の駅「瀬戸農業公園」などで。

じゃこ天、じゃこカツをパクリ！　
佐田岬ではずせないのが、
揚げたてがうまいじゃこ天
だ。のぼりが立つ店でアツア
ツをほおばろう。その進化形
じゃこカツは、「伊方きらら
館」前にある店が発祥店だ。

所

問

お土産＆小腹グルメついでに
ちょっと！ 未

知

にで
あう道をい

こ
う

さ だ

大峠

八幡浜
みなっと

道の駅「伊方きらら館」

道の駅「瀬戸農業公園」

しらすパーク

せと風の丘パーク

亀ケ池温泉

三崎港

佐田岬灯台

伽藍山

正野
駐車場

クルマはここまで。
灯台にはこんな
山道を。

九州行フェリーはここで。
堤防つりにも最適。

食事、お土産、眺望の3拍子。

原子力発電のこともPR。

大きな風車と絶景が
楽しめる。

この辺りの下りで
メロディが聞こえる。

＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉

ドライブデータ
●大阪／神戸方面から「神戸淡路鳴門自動車道」利用、437.4㎞／405.9㎞
●広島方面から「西瀬戸自動車道」利用、321.2㎞　●岡山方面から「瀬戸中央自動車道」利用、294.9㎞
※出発地中心部から灯台周辺までの距離

岬 でひと風 呂

岬の スポット立 ち 寄 り
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和
紙
や
和
蝋
燭
で

栄
え
た
町
並
み
を

ゆ
っ
く
り
ウ
オ
ー
ク
。

う
ち

　
　こ

お
お

　
　ず

の

　
　ま
ち

う

宿
場
町

城
下
町

格
子
と
漆
喰
の
町
家

江
戸
、明
治
、大
正
。

歩
く
ご
と
に
風
情
が
か
わ
る
。

造
り
酒
屋
に
旅
籠
、

旧
街
道
を
た
ど
る
。

内
子

大
洲

卯
之
町

子の伝統品
昔ながらの手仕事でつくる和蝋燭はしっとりやさしい。 名物の鯛めしは、玉子を溶いた出汁醤油で味わう。

内子町の問合わせ　0893-44-3790（内子町観光協会）
ドライブデータ●八幡浜から15.3㎞

大洲市の問合わせ　0893-24-2664（大洲市観光協会）
ドライブデータ●八幡浜から15.3㎞

卯之町の問合わせ　 0894-62-6437（西予市観光協会）
ドライブデータ●八幡浜から16.0㎞

漆喰壁に施された装飾は、
まちのアート。

旧街道沿いに南北約600メートル。切妻造の町家が続く。
「おはなはん通り」は、いまから50数年前に大人気だった
NHKドラマのロケに使われた。
「おはなはん通り」は、いまから50数年前に大人気だった
NHKドラマのロケに使われた。

ゆるやかな坂道をたどれば、
明石寺、開明学校に行ける。
ゆるやかな坂道をたどれば、
明石寺、開明学校に行ける。

木蝋（もくろう）資料館 上芳我邸（かみはがてい）

0893-44-2771
0893-24-2644（大洲市観光協会）

明治の家並み

0894-62-6700

宇和先哲資料館

卯之町の町並み

0894-62-1334

開明学校［重要文化財］

0893-24-2664（大洲市観光協会）

0893-24-3759

うかい乗船場［臥龍山荘下］

臥龍山荘（がりゅうさんそう）

大洲城

町家資料館［見学無料］

0893-44-5212（八日市・護国町並保存センター）

本芳我家（ほんはがけ）

竹
細
工
の

職
人
さ
ん
。

気
軽
に
作
り
方
や

町
歩
き
を

教
え
て
く
れ
る
。

内子座

0893-44-2840

内 子のうまいもの内

江戸時代、南予の中心が宇和島城に変わり、その在郷町、

宿場町と栄えたのが卯之町だ。旧街道沿いには、江戸中期から

昭和初期の商家が軒を連ねるほか、

このまちのシンボル開明学校など見どころが多い。

古くから城下町として開かれた大洲では、通りごとにさまざまな時代の

表情に出会うことが出来る。藩政時代の名残、

養蚕や製糸業で栄えた昔の面影、

そして赤レンガのハイカラな建物などがある。

創業200年の老舗がいまも残る。1本の芯に蝋を丹念に塗り重ね
て作る、根気いる手仕事を見学できる。内子のお土産なら、やさ
しい炎に癒される和蝋燭や鉄製燭台などがぴったりだ。

鯛めしは愛媛県の郷土料
理だが、地方によって食べ
方が違う。南予地方では、
ご飯の上に鯛の切り身を
のせ、そこに出汁と玉子を
かけて味わう。内子で食べ
るならコレがいい。

問問問

木蝋生産で財をなした本芳我家の分家
屋敷。資料展示棟のほか喫茶もある。

大洲肱川（ひじかわ）の鵜飼は日本三大
鵜飼のひとつ。6月～9月中頃まで。

江戸末期の蘭学者、二宮敬作や日本初
の蘭方女医の楠本イネら先人を紹介。

旧宇和街道のまち並みには、老舗旅
館や造り酒屋に商家などが残る。国
の保存地区にも指定される。

明治15（1882）年に建てられた国内最古
の小学校。「明治の授業」体験もできる。

肱川を望む景勝地に生か
し、3000坪の中に日本の庭
園美が広がる。

武家屋敷や海鼠（なまこ）壁の土蔵などに
まじり、明治のまち並みが残るエリア。伊予
の小京都の風情がある。

江戸時代の商家を復元、当時の暮らし
ぶりを紹介。ひと休みにも利用できる。

豪商、芳我一族の本家邸宅。建物は国
の重文で、外観と庭園は見学できる。

大正期に建てられた県下最古の芝居小
屋、いまもイベントに活用される。

問問問 問

問

問

0893-24-1146
戸田勝隆、藤堂高虎などが城主となった城。
平成16（2004）年に復元された。問

問 0893-44-5212（八日市・護国町並保存センター）問 問

日本一長い半島ドライブのあとは感動の余韻を噛みしめられるまち歩きがオススメだ。ほんの少し足を伸ばせば、南予地方には大人の旅を楽しめる表情の異なるまちが出迎えてくれる。

佐田岬から寄りたい、レトロでやさしい大人のまちを歩こう。愛媛県
喜多郡内

子町・

大洲市・西
予市

未
知
に

であ
う道をいこ

う

八幡浜 IC

卯之町

大洲北只 IC

大洲 IC

至松山

至宇和島

松
山
自
動
車
道

至佐田岬

内
子
五
十
崎

西予宇和 IC

大洲

内子

I
C

内子は江戸時代から明治、大正にかけ、和紙や木蝋（もくろう）などで栄えたまちだ。

白漆喰（しろしっくい）の壁に海鼠（なまこ）壁、出格子に虫籠（みしこ）窓など、独特の意匠を凝らしたまち並みが続く。

その商家や町家のほとんどが伝統的建造物で、国の保存地区にも選ばれている。

町家や店などに立ち寄りながら、なだらかな坂道を下って内子座まで歩きたい。

わろうそく



三崎灯台

至観音寺

目を凝らせば
浦島神社が見える。

国道11号

詫間湾

津嶋神社

丸山島

鴨之越
至
善
通
寺
I
C

ふれあい
パーク
みの

予
讃
線

J
R

詫間

仁尾マリーナ

元祖たこ判 小前

山下おいり
本舗

詫間港

栗島

この辺りは
つりスポットが多い。

須田港

紫雲出山山頂展望台・
遺跡館

展望台からは歩いて
灯台まで行ける。

フラワーパーク浦島

香川県
三豊市

ぐ
る
り
半
島
を
周
遊
し
よ
う
。

　西
の
燧
灘（
ひ
う
ち
な
だ
）、

東
の
備
讃
瀬
戸
（
び
さ
ん
せ

と
）。ふ
た
つ
の
海
を
分
け
る
荘

内
半
島
は
、走
る
う
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
表
情
の
風
景
に
会
え
る
魅

力
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
だ
。

　詫
間
港
、須
田
港
と
漁
港
を

眺
め
な
が
ら
東
側
の
道
を
い
こ

う
。ま
ず
山
道
へ
入
っ
た
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
浦
島
で
ク
ル
マ
を

止
め
た
い
。穏
や
か
に
広
が
る
海

を
バ
ッ
ク
に
初
夏
な
ら
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
、秋
な
ら
コ
ス
モ
ス
が
一

面
に
咲
き
誇
こ
る
。

　岬
の
灯
台
に
は
ク
ル
マ
で
は

い
け
な
い
。室
浜（
む
ろ
は
ま
）や

仁
老
浜（
に
ろ
は
ま
）か
ら
歩
く

こ
と
に
な
る
。こ
こ
か
ら
は
、半

島
の
西
側
へ
、紫
雲
出
山（
し
う

で
や
ま
）を
目
指
し
て
ハ
ン
ド
ル

を
切
ろ
う
。駐
車
場
か
ら
は
山

頂
展
望
台
へ
の
道
を
も
う
ひ
と

ふ
ん
ば
り
。春
に
は
満
開
の
桜

が
、初
夏
に
は
色
鮮
や
か
な
ア
ジ

サ
イ
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。展

望
台
か
ら
は
、太
陽
の
光
を
浴

び
て
輝
く
瀬
戸
、夕
日
を
受
け

て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
染
ま
る
瀬

戸
、時
間
ご
と
に
異
な
る
感
動

ビ
ュ
ー
と
対
面
。喫
茶
で
一
息
つ

い
た
ら
隣
の
紫
雲
出
山
遺
跡
館

も
訪
ね
て
み
よ
う
。

浦
島
伝
説
が
残
る
道
を
走
る
。

　海
岸
線
と
寄
り
添
う
よ
う
に

走
る
西
側
の
道
は
、い
ろ
い
ろ
な

小
島
が
次
々
に
現
れ
る
。そ
の

ひ
と
つ
が
鴨
之
越（
か
も
の
こ

し
）か
ら
見
え
る
丸
山
島
だ
。こ

こ
に
は
浦
島
太
郎
を
祀
る
浦
島

神
社
が
あ
る
。目
を
凝
ら
せ
ば
、

島
の
先
に
あ
る
太
郎
の
像
が
わ

か
る
。

　荘
内
半
島

の
ク
ル
マ

旅
。
竜
宮
城

を
訪
れ
た
太

郎
の
よ
う

に
、こ
こ
を
走
っ
た
人
に
し
か
分

ら
な
い
感
動
の
玉
手
箱
を
持
ち

帰
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

浦
島
太
郎
が
残
し
た

お
宝
ス
ポ
ッ
ト
を

訪
ね
よ
う
。

1011

瀬
戸
大
橋
の
香
川
県
側
の
起
点
・
坂
出
か
ら
西
へ
向
か
う
。

こ
の
辺
り
は
金
刀
比
羅
宮
や
四
国
八
十
八
カ
所
の
名
刹
、

善
通
寺
や
観
音
寺
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
目
白
押
し
だ
。

荘
内
半
島
は
多
島
美
に
魅
せ
ら
れ
る
絶
景
の
宝
庫
。

こ
こ
に
残
る
浦
島
伝
説
も
楽
し
み
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
。

浦島伝説と多島美の岬。

荘内半島

津嶋神社

道の駅「ふれあいパークみの」
天然いやだに温泉大師の湯

半島の東側と西側で
は景観ががらり変わ

る。

ともに海を間近に感
じられて、爽快だ。

市街地から岬に向かう橋で、亀にまたがった太郎
が出迎える荘内半島。「箱（はこ）」「積（つむ）」に「紫雲
出山（しうでやま）」など、ちょっと変わった地名が多い。浦
島伝説の名残だ。箱は玉手箱を開けた場所、積は太郎が竜
宮城から宝を持って着いたところ、紫雲出山は玉手箱から立
ち上った白い煙が紫色の雲になってたなびいた山とか。そし
て太郎が亀を助けたという鴨之越対岸の丸山島にあるのが
浦島神社だ。

半島の付け根部に、沖にある小さな島に歩い
て渡る神社がある。全国でも珍しい子どもの
守護神として江戸時代から信仰が厚い津嶋
神社だ。ただし渡れるのは8月の夏季大祭の2
日間だけ。その日は全国からも子ども連れの参
拝者が訪れる。
●三豊市三野町大見甲
●0875-56-5880（三豊市観光協会）問

所

紫雲出山（しうでやま）遺跡館
弥生時代のものとされる高地性集落の遺跡
跡がある。竪穴式住居や高床式倉庫を復元
するほか、発掘された土器、石器など展示して
いて興味深い。喫茶コーナーもある。
●三豊市詫間町大浜乙451-1
●0875-84-7896問

所

「もっと大きなたこ焼きが食べ
たい！」と地元の学生たちの
リクエストから、たこ焼と大
判焼きがコラボして生まれ
た。目玉焼きもサンドして、
ボリュームも満点。1個
100円台の安さもうれしい。
元祖たこ判 小前
●三豊市仁尾町仁尾辛33-9
●0875-82-3189問

所

物産館や公園なども併設した道の駅の中心
施設が「いやだに温泉」だ。三豊平野から讃
岐山脈まで一望できる露天岩風呂（※女湯）
など多彩な風呂に、サウナや温泉プールもある
天然温泉施設で、ドライブ疲れは一気に解消
できる。食事や宿泊にも利用できる。
●三豊市三野町大見乙74●0875-72-2601問所

幸せ運ぶお菓子をおすそ分け。

Ｂ級グルメのキング、たこ判。

お土産＆小腹グルメついでに
ちょっと！

未
知

にで
あう道をい

こ
う

コロンコロンと小さな七色の玉が可愛い「おい
り」は、西讃地方では婚礼時の定番菓子。口
に入れたとたん、ふわりとろける繊
細な口どけが楽しい。幸せのおす
そ分けができる。
山下おいり本舗
●三豊市高瀬町新名1018-20
●0875-72-5438
所

問

地名に
浦島伝説の名残！

●写真提供／三豊市観光協会●写真提供／三豊市観光協会

し ょ う な い

＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉

ドライブデータ
●大阪／神戸方面から「神戸淡路鳴門自動車道」利用、243.0㎞／211.5㎞
●広島／岡山方面から「瀬戸中央自動車道」利用、220.9㎞／87.9㎞
※出発地中心部から灯台周辺までの距離

ドライブデータ
●大阪／神戸方面から「神戸淡路鳴門自動車道」利用、243.0㎞／211.5㎞
●広島／岡山方面から「瀬戸中央自動車道」利用、220.9㎞／87.9㎞
※出発地中心部から灯台周辺までの距離

岬 でひと風 呂

岬の スポット立 ち 寄 り
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弘
法
大
師
誕
生
の
地
で
、

し
あ
わ
せ
祈
願
。

琴
弾
の
浜
か
ら
、

１
寺
２
霊
場
の
札
所
へ
。

七
十
五
番
札
所 

総
本
山

善
通
寺

六
十
九
番
札
所

観
音
寺

旅の記念にも遊びこころを効かせ
たい。寛永通宝のペーパーウェイ
トや小判など、おカネに不自由し
ないといわれる銭型砂絵を見た後
なら、こんなアイテムもおもしろい。

岬に向かう道でも白装束に出会うことが多い。総本山善通寺を筆頭に曼荼羅寺（まんだらじ）、出釈迦寺（しゅっしゃ かじ）に観音寺など、まさにこの辺りはお遍路さんの地だ。クルマを止めて歩こう。

荘内半島のおひざ元のまちを、お遍路さん気分で歩こう。

音寺のお土産
ご利益に期待を込め、おちゃめなグッズをチョイス。

上質の黄味あんを使った控え
めな甘さが人気の灸まんは、こ
んもりお灸のカタチをした懐か
しの伝統菓子。
ほかにもお守りや弘法大師に
ちなんだものの人気が根強い。

弘法さんにちなんだもの人気の定番。

香川県
善通寺市・

観音寺市

未
知
に

であ
う道をいこ

う

観
琴弾浜に描かれた巨大な寛永通宝（かんえいつうほう）の砂
絵は、観音寺のランドマークだ。琴弾公園からすぐの象ヶ鼻
（ぞうがはな）展望台から見れば、青々とした瀬戸内と美しい
コントラストで浮かび上がる。東西122メートル、南北90メート
ル、周囲345メートルもある。
一説には、寛永10（1633）年に造られたものとか。この銭型を
見れば、健康で長生きできる、おカネに不自由なく暮らせると
されているから、しっかり見ておきたい。夜になればライトアッ
プされ、がぜん幻想的だ。

ローズアップ 銭型砂絵ク 通寺のお土産善

善通寺市善通寺町3-3-1　0877-62-0111（善通寺）・0877-63-6315（善通寺市観光協会）問所観音寺市八幡町1-2-7　0875-25-3871（観音寺）・0875-24-2150（観音寺市観光協会）問所

善通寺の観光情報ならここで。お遍路
さんとの交流拠点にもなっている。

善通寺市観光交流センター

0877-64-1250問

旧陸軍将校の社交施設だった。ルネサ
ンス様式の館内にはカフェもある。

旧善通寺偕行社（かいこうしゃ）

0877-63-6362問

威厳に満ちた明治の名建築。「乃木記
念館」も見学できる（要予約）。

乃木館［陸上自衛隊善通寺駐屯地資料館］

0877-62-2311（駐屯地広報班）問

明治時代の雰囲気を漂わせる赤レンガ
の倉庫群は、旧陸軍の兵器庫跡。現在
は自衛隊の施設として活用されている。

兵器庫跡
白砂青松の有明浜に接し、約48ヘクター
ルの広さを持つ名勝地。園内には多彩な
名所、旧跡が点在し、ゆっくり散策できる。

琴弾公園
琴弾公園入口にある。本殿は大鳥居か
ら381段の石段を上ったところにある。

琴弾八幡宮

0875-25-3828問

琴弾浜を望み、6つの野天風呂、2つの内
湯を巡る開放感いっぱいの人気温泉。

琴弾廻廊（ことびきかいろう）

0875-24-4567問

世界のコイン館

0875-23-0055問

日本と世界の貨幣や硬貨が集まるミュー
ジアム。珍しいコイン、古銭も展示。

荘内半島 善通寺

善通寺IC

さぬき豊中ICさぬき豊中IC

至松山

高
松
自
動
車
道

三豊鳥坂IC

至高松

観音寺

創建は大同2（807）年。真言宗善通寺派の総本山、善通寺は唐から帰国した空海が

長安の清龍寺をお手本に建立した名刹だ。その善通寺を中心にまちが広がる。

かつて明治時代の富国強兵策で陸軍の師団が置かれ、軍人・乃木（のぎ）大将も足跡を残した。

明治ロマンが香るノスタルジックな洋風建築も訪ねてみよう。

ぜ
ん 

 
 

つ
う 

 
 
 

じ

か
ん 

 

お
ん 

 
 
 

じ

こ
ん
な
ア
ー
ケ
ー
ド
も
あ
る
。

ま
ち
中
に
は
、

南大門を入ってすぐ
の五重塔は、善通寺

のシンボル。

観音寺のまち並みも
情緒たっぷりだ。

奈良時代に日証上人（にっしょうしょうにん）が琴弾宮（ことびきぐう）の別当として開山した名刹だ。

その後、弘法大師がここに観世音菩薩を安置し、七堂伽藍を建てて観音寺と名を変えた。

神仏分離で琴弾八幡宮から別となった六十八番の神恵院と一か所になったため、

四国唯一の1寺2霊場になった。そんな古刹に見守られた市街地は、のどかな時間が流れる。

ドライブデータ●三豊鳥坂から7.2㎞ドライブデータ●三豊鳥坂から13.1㎞





道の駅
「かわうその里
　すさき」

須崎中央

須崎東

高知自動車道

須崎西

宇佐大橋
竜ノ浜

この辺りで、のんびりと
釣り糸を垂らそう。

竜ノ浜には、プロムナードが
整備されている。

神社の前は絶好の
釣り場になっている。

土佐龍温泉三陽荘

鳴無神社

帷子崎展望台

池ノ浦漁港

くろしお展望台

至
高
知
市

浦ノ内

横浪黒潮ライン

高知県
須崎市・
土佐市

半
島
の
東
西
を

つ
な
ぐ
道
を
い
く
。

　横
浪
半
島
は
、高
知
県
の
須
崎

市
と
土
佐
市
に
ま
た
が
る
半
島

だ
。岬
を
め
ぐ
る
ド
ラ
イ
ブ
の

コ
ー
ス
取
り
は
、ふ
た
通
り
あ

る
。高
知
市
内
か
ら
太
平
洋
沿
い

の
黒
潮
ラ
イ
ン
を
走
り
、宇
佐
大

橋
を
渡
っ
て
東
か
ら
た
ど
る
コ
ー

ス
。も
う
ひ
と
つ
は
西
側
の
須
崎

か
ら
半
島
を
東
に
走
る
コ
ー
ス

だ
。半
島
の
尾
根
伝
い
に
東
西
を

つ
な
ぐ
19
キ
ロ
の
横
浪
黒
潮
ラ

イ
ン
は
、日
本
百
名
道
に
も
選
ば

れ
、絶
景
と
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を

約
束
し
て
く
れ
る
。青
い
空
と
海

に
緑
の
樹
林
が
岬
の
風
景
に
絶

妙
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　車
窓
か
ら
見
え
る
リ
ア
ス
式

海
岸
が
生
み
出
す
変
化
に
富
ん

だ
景
色
の
連
続
に
、つ
い
ク
ル
マ

を
止
め
た
く
な
る
が
、迷
惑
駐
車

は
禁
物
。展
望
台
に
向
か
お
う
。

　横
浪
黒
潮
ラ
イ
ン
の
中
間
点

に
あ
る
く
ろ
し
お
展
望
台
に
は
、

土
佐
の
英
雄
、武
市
半
平
太（
た

け
ち
は
ん
ぺ
い
た
）の
像
が
立
ち
、

大
海
原
を
眺
め
て
い
る
。オ
ス
ス

メ
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
は
帷
子
崎
展

望
台
だ
。ス
ペ
ー
ス
も
広
く
、ゆ
っ

く
り
と
眺
望
が
楽
し
め
る
。

浦
ノ
内
で
は

の
ん
び
り
ド
ラ
イ
ブ
。

　ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
太
平
洋
を

望
む
横
浪
半
島
の
も
う
ひ
と
つ

魅
力
は
、北
側
に
あ
る
浦
ノ
内
湾

の
景
色
だ
。お
だ
や
か
な
内
海
に

懐
か
し
い
漁
村
の
風
景
が
の
ど

か
に
続
く
。釣
り
場
に
も
こ
と
か

か
な
い
。こ
の
辺
り
で
の
ん
び
り

と
竿
を
伸
ば
そ
う
。

　太
平
洋
と
内
湾
。ふ
た
つ
の
表

情
が
異
な
る
海
を
楽
し
む
横
浪

の
ク
ル
マ
旅
。思
い
出
も
き
っ
と

深
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

豪
快
な
太
平
洋
、

静
か
な
内
湾
。

ふ
た
つ
の
海
を
楽
し
も
う
。
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瀬
戸
内
の
岬
に
対
し
、太
平
洋
を
望
む
高
知
県
の
岬
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
が
魅
力
だ
。

岩
礁
と
奇
岩
で
海
の
難
所
と
さ
れ
る
室
戸
岬
、黒
潮
に
洗
わ
れ
る
四
国
最
南
端
の
足
摺
岬
。

四
国
を
代
表
す
る
ふ
た
つ
の
岬
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
辺
り
に
あ
る
の
が
、

太
平
洋
と
内
湾
を
分
け
る
リ
ア
ス
式
の
横
浪
半
島
だ
。

「
日
本
百
名
道
」に
も
選
ば
れ
た
道
を
い
こ
う
。

リアス式海岸が生む雄大景観

横浪半島

道の駅
「かわうその里すさき」

土佐龍温泉 三陽荘

「日本百名道」にも
選ばれた横浪黒潮ラ

インは、

迫力ある絶景の連続
だ。

江戸末期に坂本龍馬や中岡
慎太郎など土佐藩士が活躍した
が、武市半平太（たけちはんぺい
た）もそのひとり。江戸で土佐勤王
党の中心となった。龍馬の遠縁に当
たり、お互いを渾名で呼び合う仲
だったようだ。最期は切腹を命じら
れてしまったが、武士の気概を貫い

た郷里の英雄としてい
まも人気が高い。くろし
お展望台には、その
像が立っている。

龍馬の盟友、
武市半平太

横浪半島に向かう須崎市側の起点。四国で
最大級の広さを誇る。土佐の銘菓、野菜・果
物、地酒、海産物に名物のかつおのタタキは
藁焼きで実演販売する。レストランでは、地元
ならではの鍋焼きラーメンや土佐丼が食べら
れる。
●須崎市下分甲263-3
●0889-40-0004問

所

絶景が続く横浪半島でいちばん大きな眺望エ
リアがここ。さらに上から太平洋を一望したい
のなら、道を隔てた山の上の展望台にもいけ
る。売店もあり、ドライブでひと息入れたいとき
にはオススメ。

横浪半島の土佐側の竜ノ浜
（ドラゴンビーチ）にある天然温泉の宿。目の前
に広がる土佐の海を眺めながら良質の温泉を
満喫できる。無料で足湯が利用できる。
●土佐市宇佐町竜504-1
●088-856-0001問

所

帷子崎展望台（かたびらさきてんぼうだい）

土佐土産の本命は
焼カツオで決まり。
持ち帰りづらいタタキに変えて、お土産にする
なら、日持ちのする焼カツオがぴったりだ。極上
の土佐の大トロを使い、そのままかつお飯にし
ても、サラダ、酢の物に使ってもいい。道の駅
「かわうその里すさき」で買える。

高知名物のアイスクリンで
疲れもさっぱりと。
高知スイーツの代表選手が
アイスクリンだ。しゃっきりし
た口当たりはクリームという
よりシャーベット。さっぱりした
甘味が程いい、昔ながらの
名物はドライブ休憩に食べ
たい。帷子崎展望台などで。

お土産＆小腹グルメついでに
ちょっと！

未
知

にで
あう道をい

こ
う

よ こ な み

＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉

ドライブデータドライブデータ
●大阪／神戸方面から「神戸淡路鳴門自動車道」利用、335.9㎞／304.3㎞
●広島・岡山方面から「瀬戸中央自動車道」利用、330.8㎞／197.4㎞
※出発地中心部から横浪黒潮ライン入口付近までの距離

●大阪／神戸方面から「神戸淡路鳴門自動車道」利用、335.9㎞／304.3㎞
●広島・岡山方面から「瀬戸中央自動車道」利用、330.8㎞／197.4㎞
※出発地中心部から横浪黒潮ライン入口付近までの距離

岬 でひと風 呂

岬の スポット立 ち 寄 り
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美
し
い
水
の
ふ
る
さ
と
で
、

仁
淀
ブ
ル
ー
に
癒
さ
れ
る
。

奇
跡
の
清
流

流
域

仁
淀
川

土佐和紙の起源は千年以上前、延長5（927）年に
天皇に献上したと記述がある。明治時代には吉
井源太の技術改良で、飛躍的に発展した。そんな
和紙を使ったカード
や便箋にグッズなど
がお土産に楽しい。
いの町紙の博物館で
手漉き体験もできる。

高知県は清流のふるさと。四万十川、吉野川とともに四国三大河川に数えられ仁淀川が流れる。横浪半島から北に向かい、日本で「水質が最も良好な河川」の一つと認められた“奇跡の清流”を訪ねよう。

横浪半島からクルマで北上。奇跡の清流をたどるリバーサイドドライブ。

淀の伝統品
世界も唸らせる土佐和紙の魅力に触れる。

美しい自然に溶け込む4つの沈下橋と河口大橋を見にいこう。

季節さえ合えば、やはり
アユやアマゴ料理を味わ
いたい。地元の川がに
のツガニ（モズクガニ）
を丸ごとすりつぶした出
汁で食べるうどんもい
い。ほかにはない濃厚
な味がうまい。

アユにツガニなど清流の恵みを楽しむ。

高知県
仁淀川流

域

未
知
に

であ
う道をいこ

う

仁ローズアップ 橋風景ク 淀のうまいもの仁

0889-20-9511（仁淀ブルー観光協議会）問

ドライブデータ●横浪半島・宇佐大橋から14.9㎞

ドライブの起点。いの町の特産、高知の
名産が揃う。レストランも完備。

道の駅「レストパークいの」／いの町

088-893-4688問

体験型施設の工芸村に併設したシャレ
た「くらうど」は宿泊・食事も可能。

土佐和紙工芸村／いの町
地元名物の販売所。川を眺めながら仁淀
の幸を味わえるレストランもある。

水辺の駅「あいの里仁淀川」／いの町

河口付近は橋を望む公園から、仁
淀川と広大な太平洋が一望できる。

仁淀川河口大橋／土佐市
仁淀川の最下流の沈下橋。いの町と
日高村を結ぶ。4ヶ所の待避所がある。

名越屋（なごや）沈下橋／日高村
仁淀川中流に架かる。この付近で
は、昔ながらの火振り漁も行われる。

片岡沈下橋／越知町
周囲を山々に囲まれている。映画や
ドラマのロケ地にもなった。

浅尾（あそう）沈下橋／越知町
高知県に現存する最古の沈下橋で
国の登録有形文化財に指定された。

久喜（くき）沈下橋／仁淀川町

土佐二の宮として有名、創建は用命2
（586）年。樹齢千年を超える牡丹杉もある。

小村神社（おむらじんじゃ）／日高村

0889-24-7466問088-897-0097問

国指定重要文化財の竹村家住宅など、
江戸時代の商家や酒蔵が軒を連ねる。

佐川上町の町並み／佐川町

0889-20-9500（さかわ観光協会）問

仁淀川町

佐川町

須崎市
横浪半島

土佐市

日高村

越知町

いの町

佐川上町

須崎中央IC

須崎東IC

仁淀川
河口大橋

土佐IC

高知自動車道

伊野IC

鳴王神社
久喜沈下橋

名越尾
沈下橋

片岡
沈下橋

浅尾
沈下橋

橋は生活道路。クルマがくれば、
突き出た避難所で待つ。

思い思いのポイントで
清流釣りが楽しめる。

土佐和紙発祥の地の歴史と特色を展
示紹介する。紙漉き体験もできる。

いの町紙の博物館／いの町

いの町紙の博物館

至高知自動車道大豊IC

088-893-0886問 088-892-1001（QRAUD・くらうど）問

レストパークいの

土佐和紙工芸村
「くらうど」

小村神社

観光物産館
「おち駅」

尾形船水辺の駅
「あいの里」

仁淀川橋

●
土
佐
市 

●
い
の
町 

●
日
高
村 

●
佐
川
町 

●
越
知
町 

●
仁
淀
川
町

西日本の最高峰、愛媛県の石鎚山（いしづちさん）に端を発した仁淀川は延長124キロ、
高知県の6市町村を経て太平洋に注がれる。美しい渓谷美、情緒あふれる沈下橋、
山々の緑を川面に映す仁淀ブルーのすばらしさに癒されることだろう。
その流域には太平洋に接した土佐市から和紙の里・いの町、起伏に富んだ
景観の仁淀川町まで魅力スポットも多彩。川沿いを遡ろう。

に 
 
 

　
よ
ど
　 

が
わ



平羅橋
中の瀬戸大橋

であいの館 岡村大橋

岡村港
フェリー乗場
（今治へは約80分）

歴史の見える丘公園

御手洗町並み保存地区

安芸灘大橋

下蒲刈島

三之瀬御本陣
芸術文化館

蘭島閣美術館
蒲刈島大橋

松濤園
見晴台

上蒲刈島

豊島
大崎下島

三角島

豊島大橋

豊浜大橋

輝きの館

やすらぎの館

十文字展望台

岡村島

県民の浜

至呉市街地

下
蒲
刈
島
か
ら

島
旅
ス
タ
ー
ト
。

　
風
光
明
媚
な
芸
予
諸
島
を
渡

る「
し
ま
な
み
海
道
」に
比
べ
、お

だ
や
か
な
安
芸
灘
に
浮
か
ぶ
小

島
の
海
沿
い
を
走
る「
と
び
し

ま
海
道
」の
ド
ラ
イ
ブ
は
、何
よ

り
潮
の
香
り
や
風
と
ひ
と
つ
に

な
る
感
じ
が
い
い
。し
ま
な
み
海

道
の
お
よ
そ
半
分
、約
３０
キ
ロ
の

ル
ー
ト
に
旅
の
醍
醐
味
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
る
。

　
ま
ず
、呉
の
市
街
地
か
ら
安

芸
灘
大
橋
を
渡
っ
て
下
蒲
刈
島

（
し
も
か
ま
が
り
じ
ま
）へ
。唯
一

有
料
の
橋
だ
が
、島
々
で
飲
食

や
買
物
す
れ
ば
帰
り
の
通
行
料

は
不
要
に
な
る
。

　
下
蒲
刈
島
は
見
ど
こ
ろ
が
多

い
。島
を
ま
る
ご
と
庭
園
に
し
よ

う
と
整
備
が
進
み
、三
之
瀬
瀬

戸
を
借
景
に
し
た
「
松
濤
園

（
し
ょ
う
と
う
え
ん
）」ほ
か
、松

林
の
遊
歩
道
に
沿
い
美
術
館
や

情
緒
あ
る
店
々
が
並
ぶ
。

リ
ゾ
ー
ト
の
島
へ
、

眺
め
の
島
へ
。

　
次
の
上
蒲
刈
島（
か
み
か
ま

が
り
じ
ま
）は
印
象
が
一
変
。明

る
い
日
差
し
が
似
合
う
リ
ゾ
ー

ト
島
だ
。県
民
の
浜
に
は「
輝
き

の
館
」「
や
す
ら
ぎ
の
館
」に
天

体
観
測
館
な
ど
が
あ
り
、多
彩

な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ン
を
満
た
し

て
く
れ
る
。

　
隣
り
に
あ
る
豊
島
で
は
眺
望

が
楽
し
み
。急
斜
面
の
狭
い
道

を
上
る
た
め
、く
れ
ぐ
れ
も
注

意
が
必
要
だ
が
、展
望
公
園
か

ら
の
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

に
は
大
感
激
ま
ち
が
い
な
い
。

　
ク
ル
マ
を
次
の
目
的
地
に
向

け
よ
う
。と
び
し
ま
海
道
で
最

も
人
気
が
高
い「
御
手
洗（
み
た

ら
い
）」の
ま
ち
が
あ
る
大
崎
下

島
だ
。

島
か
ら
島
へ
。

飛
ぶ
よ
う
に
走
ろ
う
。
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広
島
県
尾
道
か
ら
愛
媛
県
今
治
ま
で
続
く

「
し
ま
な
み
海
道
」が
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
が
、

そ
の
西
側
、呉
市
下
蒲
刈
島
か
ら
愛
媛
県
今
治
市
の
岡
村
島
ま
で

小
さ
な
島
々
を
つ
な
ぐ「
と
び
し
ま
海
道
」も

見
ど
こ
ろ
が
多
い
お
も
し
ろ
い
ル
ー
ト
だ
。

飛
び
石
を
軽
や
か
に
飛
ぶ
よ
う
に
７
つ
の
島
を
走
ろ
う
。

瀬戸内に浮かぶ7つの島をつなぐ安芸灘

とびしま海道

三之瀬御本陣（さんのせごほんじん）
芸術文化館／下蒲刈島

蘭島閣（らんとうかく）美術館
／下蒲刈島

海に浮かぶ小島を眺
めながら海沿い道路

を軽快に走る。

この辺りは古くから瀬戸内をいく海上交通の
要衝だった。三之瀬は当時「海駅」の役割を
担い、多くの大名、幕吏、公家たちが宿泊所と
して利用した。また江戸時代には外交使節団
「朝鮮通信使」を迎えるために、大きな役割を
果たしている。いまは芸術文化館になっている。
●呉市下蒲刈町三之瀬311
●0823-70-8088問

所

とびしま海道最大のリゾート拠点「県民の浜」
にある。「輝きの館」はレストラン・土産コーナー
完備の宿泊棟、「やすらぎの館」は温浴施設
だ。
●呉市蒲刈町大浦字沖浦7605
●0823-66-1177（輝きの館）
　0823-66-1126（やすらぎの館）

瀬戸内の美をテーマに、郷土ゆかりの作家か
ら横山大観、福田平八郎など日本画の大家
の作品までを展示している。格式ある本格木
造建築で三之瀬のまちにしっとり溶け込んで
いる。
●呉市下蒲刈町三之瀬200-1
●0823-65-3066問

所

問

所

輝きの館・
やすらぎの館／上蒲刈島　

古代からの逸品「藻塩（もじお）」
藻塩とは、海藻から取り出した塩のことで、まろ
やかな口あたりが特徴。上蒲刈では、古墳時
代から日本の塩づくりの原点となった製塩法
「藻塩焼き」があった。「であいの館」などで。

オレンジジュースと
レモン菓子で一服。
ちょっと休憩したいときに
は、こんなリフレッシュコンビ
はいかが。ミカン、レモンの
故郷らしく、新鮮なおいしさでほっこりできる。大
崎下島の御手洗（みたらい）の休憩所などで。

お土産＆小腹グルメついでに
ちょっと！

広島県
呉市

愛媛県
今治市

未
知

にで
あう道をいこ

う

未
知

にで
あう道をいこ

う

◎蒲刈島御番所など4棟と回遊式庭園を持つ「松濤園」。蒲刈島大橋が見える。◎蒲刈島御番所など4棟と回遊式庭園を持つ「松濤園」。蒲刈島大橋が見える。

あ き な だ

＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉

ドライブデータドライブデータ
●大阪／神戸方面から「山陽道」利用、359.3㎞／340.9㎞
●広島方面から36.9㎞　●岡山方面から「山陽道」利用、188.5㎞
※出発地中心部から下蒲刈島までの距離

●大阪／神戸方面から「山陽道」利用、359.3㎞／340.9㎞
●広島方面から36.9㎞　●岡山方面から「山陽道」利用、188.5㎞
※出発地中心部から下蒲刈島までの距離

岬 でひと風 呂

岬の スポット立 ち 寄 り
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時
間
を
忘
れ
て
歩
く

江
戸
時
代
の
ま
ち
並
み
。

西
国
街
道
の

酒
蔵
を
訪
ね
て
。

安
芸
の
小
京
都

竹
原

酒
の
新
都

西
条

竹原の町家の一軒一軒では、変化のあるデザインが美しい独特の「竹原格子」
が楽しめる。「まちなみ竹工房」では、竹かごや置物などを展示販売。カンタンな
編み方も教えてもらえる。マドラーやナイフなど、ちょっとしたお土産にもいい。

ちょっと足を伸ばすなら、広島県の中央部へ。懐かしい時代へタイムスリップできる。

「
風
ま
ち
、潮
ま
ち
、

港
町
」を
歩
く
。

　大
崎
下
島
の
御
手
洗（
み
た

ら
い
）は
、瀬
戸
内
の
中
央
に
あ

る
こ
と
で
、江
戸
時
代
は
中
継

貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
。こ
こ

で
は
時
間
を
か
け
て
、往
時
の

面
影
を
宿
し
た
佇
ま
い
の
ま
ち

を
歩
き
た
い
。入
り
組
ん
だ
迷

路
の
よ
う
な
ま
ち
並
み
は
情
緒

た
っ
ぷ
り
。格
子
や
白
壁
の
家
々

に
、
か
つ
て

の
繁
栄
を

示
す
か
の

よ
う
な
ハ
イ

カ
ラ
な
時

計
店
や
映

画
館
が
い
ま
も
残
る
。

　一
方
、海
沿
い
は
土
産
品
の
店

や
船
宿
を
旅
館
や
食
事
処
に
改

修
し
た
店
が
軒
を
連
ね
る
。先

に
進
め
ば
、御
手
洗
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
高
灯
籠

と
太
鼓
橋
が
目
に
と
ま
る
。旅

の
思
い
出
を
残
す
写
真
ポ
イ
ン

ト
に
オ
ス
ス
メ
だ
。

　こ
の
ま
ち
を
一
望
す
る
な
ら

「
歴
史
の
見
え
る
丘
公
園
」の
展

望
台
へ
行
こ
う
。人
が
集
い
、も

の
が
集
ま
り
、文
化
が
育
っ
た
華

島旅から“安芸の小京都”、西の“酒都”へ。

原の伝統品
竹原格子を楽しみながら、竹細工をひとつふたつ。

広島県
竹原市・

東広島市

未
知
に

であ
う道をいこ

う

竹

展望台の近くには駐車場がある。左手
に港とまち並みの保存地区、右手に瀬
戸内の美景が見える。

江戸時代には宿場町と栄え、広島藩の領
内では最大の本陣が置かれた。

御茶屋（本陣）跡

082-421-2511（観光案内所）問

路地をまたいで建つ。まん中の「くぐり門」
の右が案内所、左はカフェ。

西条酒蔵通り観光案内所

082-421-2511（観光案内所）問

かつて図書館だった洋館に郷里の歴史、
文化、暮らしの様子を展示する。

竹原市歴史民俗資料館

0846-22-5186問

NHKの朝ドラ「マッサン」のモデル、竹鶴
政孝の生家。昔からの酒造りを行う。

竹鶴酒造

0846-22-2021（竹鶴酒造）問

普明閣（西方寺）

0846-22-7745
（竹原市産業振興課）

京都の清水寺を模して建て
られた観音堂。その舞台や
境内からは竹原のまちが一
望できる。
問

カフェでは名水で淹れた
コーヒーにほっとひと息。

まちのアチコチに
水が汲める井戸が
ある。

高灯籠と太鼓橋の先は県の重要文化財に指定される住吉神社。
港に突き出した「千砂子波止（ちさごはと）」は江戸時代の波止場を修復したもの。
高灯籠と太鼓橋の先は県の重要文化財に指定される住吉神社。
港に突き出した「千砂子波止（ちさごはと）」は江戸時代の波止場を修復したもの。

竹原の問合わせ　0846-22-4331（竹原市観光協会）
ドライブデータ●とびしま海道・下蒲刈島から35.4㎞

問

西条の問合わせ　082-420-0310（東広島市観光協会）
ドライブデータ●とびしま海道・下蒲刈島から35.5㎞

問

歴史の見える丘公園

酒蔵通りレンガの煙突に白壁の通り。JR西条駅の周辺、
西国街道沿いには7つの酒造元が建ち並び、散策が楽し
める。各酒蔵では見学も受付、試飲販売などもある。

酒蔵通り
酒蔵通りレンガの煙突に白壁の通り。JR西条駅の周辺、
西国街道沿いには7つの酒造元が建ち並び、散策が楽し
める。各酒蔵では見学も受付、試飲販売などもある。

酒蔵通り

平安時代には京都下鴨神社の荘園だった竹原は、江戸時代になって

製塩や酒造りで栄え、その遺産がいまに残り、風情ある小京都の佇まいを見せる。

高台にある由緒ある寺、大屋根と漆喰の豪邸に意匠を凝らした竹格子の町屋。

どの道にも見どころが多い。ここでは時間を忘れて、江戸時代の面影に浸ろう。
歴史民俗資料館横の
広場には、竹鶴政孝と
リタ夫人の像がある。

とびしま海道の北の対岸、東広島市の西条は酒造りのまちだ。
明治時代から始まった吟醸造りは全国にも知られ、
大正、昭和の初めには「酒都西条」と呼ばれるまでになった。
冬の仕込みに適した気候、良質の地下水、そして安芸津杜氏（あきつとじ）。
それらこの地ならではの恵みと知恵の賜だ。西国街道の酒蔵通りを歩こう。

山陽自動車道

西条

西条IC 高屋JCT
河内IC

竹原

呉

とびしま海道

とびしま海道ドライブのフィナーレは、東端に位置す
る岡村島。この島だけが愛媛県側に当たる。ノスタル
ジックな気分に浸りながら、ここからは来た道を呉の市街地
に向けて戻るか、フェリーを利用することになる。乗場からしま
なみ海道の大三島や四国愛媛県の今治港までに行ける。時間
にゆとりがあるなら、小島を眺めながらの約80分のこの船旅が
オススメだ。夕陽に染まるしまなみ海道の来島海峡大橋の姿
は、旅心をよりいっそうロマンティックなものにしてくれる。

ノスタルジックな島から
ロマンティックなしまなみへ。

や
か
な
時
代
か
ら
ゆ
っ
く
り
時

を
刻
ん
だ
御
手
洗
の
ま
ち
が
眼

下
に
広
が
る
。と
び
し
ま
海
道

ド
ラ
イ
ブ
の
余
韻
に
浸
る
に
は

う
っ
て
つ
け
の
景
色
だ
。

　ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ

に
身
を
委
ね
る
と
び
し
ま
海
道

の
旅
。ま
た
、い
つ
か
戻
っ
て
来

た
く
な
る
、そ
ん
な
風
景
と
時

間
に
出
会
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

た
け

　
は
ら

さ
い

　じ
ょ
う



道の駅「あいおい白龍城」

海岸遊歩道

赤穂市

山陽自動車道

赤穂港

千種川

相
生
湾

赤穂IC

龍野西IC
相生市

岬の散歩道には
万葉の句碑などが立つ。

レトロなムードがいい
港まちだ。 相生市立

水産物市場

万葉の岬

銀波荘

坂越

赤穂城跡・大石神社

伊和都比売神社
御崎灯台

夕
日
の
名
所
、赤
穂
御
崎
。

　
赤
穂
市
は「
四
十
七
士
」の
赤

穂
浪
士
で
全
国
的
に
も
知
ら
れ

る
ま
ち
だ
。こ
こ
は
城
下
町
な

ら
で
は
の
風
情
あ
る
顔
と
と
も

に
、「
日
本
の
夕
陽
百
選
」に
も
選

ば
れ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
顔
を

持
つ
。

　
市
街
地
か
ら
も
近
い
赤
穂
御

崎
は
、瀬
戸
内
の
絶
景
を
見
晴

ら
す
道
に
沿
っ
て
温
泉
旅
館
が

建
ち
並
び
、海
に
沈
む
夕
陽
を

目
当
て
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
。若
い
ペ
ア
に
も
人
気

が
高
く
、と
り
わ
け
平
安
時
代

か
ら
若
い
男
女
に
よ
る
姫
神
信

仰
が
続
く
伊
和
都
比
売
神
社

（
い
わ
つ
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ
）は
、縁

結
び
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ

れ
、そ
の
周
辺
は
恋
人
た
ち
の

散
歩
道
に
な
っ
て
い
る
。

　
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
の
湯
に
浸

か
っ
て
、夕
日
を
眺
め
よ
う
。ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
絶
景
シ
ョ
ー

に
、時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
だ
。

坂
越
か
ら
万
葉
の
岬
へ
。

　
赤
穂
を
旅
し
た
な
ら
、お
隣

に
あ
る
相
生
市
の
万
葉
の
岬
も

訪
ね
て
み
た
い
。そ
の
ド
ラ
イ
ブ

途
中
で
立
ち
寄
り
た
い
の
が
坂

越（
さ
こ
し
）の
ま
ち
。こ
こ
は

江
戸
時
代
に
は
西
廻
り
航
路
の

港
と
し
て
多
く
の
廻
船
を
擁
し

て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、懐
か
し

い
佇
ま
い
を
見
せ
る
ま
ち
歩
き

が
楽
し
い
。

　
南
北
に
長
い
市
域
を
持
つ
相

生
は
、牡
蠣
の
養
殖
や
ペ
ー
ロ
ン

ま
つ
り
で
知
ら
れ
る
が
、か
つ
て

は
日
本
有
数
の
造
船
地
帯
だ
っ

た
。湾
の
付
け
根
部
分
に
あ
る

相
生
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、道
の

駅
・
海
の
駅「
あ
い
お
い
白
龍
城

（
ぺ
ー
ロ
ン
ジ
ョ
ウ
）」か
ら
岬
ま

夕
日
と
万
葉
ロ
マ
ン
。

播
磨
灘
の
ア
ー
ト
岬
に
。

2425

自
然
が
生
ん
だ
絶
景
の
ア
ー
ト
。

瀬
戸
内
の
岬
め
ぐ
り
は
、ま
る
で
大
き
な
美
術
館
を
楽
し
む
旅
だ
。

兵
庫
県
の
南
西
部
、播
磨
灘
に
面
し
た
赤
穂
御
崎
と
相
生
の
万
葉
の
岬
も
、

異
な
る
趣
き
で
目
と
こ
こ
ろ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

昼
か
ら
夕
暮
れ
に
移
り
変
わ
る
名
画
に
感
動
し
よ
う
。

ロマンティック岬をはしご旅

相生万葉の岬
赤穂御崎

赤穂城跡と大石神社

絶景露天風呂の宿
赤穂温泉「銀波荘」

浅野内匠頭長直（あさのたくみのかみながの
り）によって、慶安元（1648）年から13年を費
やして築かれた。近世の城郭史上でも珍しい変
形輪郭式の平城で、白亜の隅櫓が美しい。ま
た、大石内蔵助（おおいしくらのすけ）をはじめ、
義士を合祀する大石神社もすぐそばにある。
●●
赤穂城跡／赤穂市上仮屋、0791-43-6962
大石神社／赤穂市上仮屋129、0791-42-2054

問所

坂越のまち並み
かつて町を守るためにあった木戸門跡から港ま
で、板塀、白壁が美しいまち並みを、ゆっくり風
情を楽しみながら歩きたい。名所、旧跡、特産
品などの観光情報は坂越まち並み館で手に入る。
●坂越まち並み館／赤穂市坂越1446-2
●0791-48-7770問

所

中国で紀元前300年ころに始まったと龍船
（白龍）競漕が、長崎を経て伝わった「ペーロン
祭り」は、相生のシンボルイベント。目を引く中
国風の館内では、競技用の船を保管・展示す
るほか特産品の販売、レストランを併設する。
とくに人気なのが、相生湾を一望する露天風
呂もあるペーロン温泉。旅の疲れを癒そう。
●相生市那波南本町8-55●0791-23-5995

伊和都比売神社の前、御崎のプロムナード
コースの入口に建つ絶景の宿だ。まるで海と
空につながるような湯船から見る景色は圧巻。
感動的な日帰り入浴もできる。
●赤穂市御崎2-8●0791-45-3355問所

問所

道の駅・海の駅
「あいおい白龍城
　（ペーロンジョウ）」
　

赤穂といえば、塩味まんじゅう。
塩のまちの定番土産。控えめな甘さとほどよい
塩加減が、品よくマッチ。ひと口食べれば、懐
かしい気持ちにしてくれる。お城近くの店で、お
茶とともにほっこりしたい。

お土産＆小腹グルメついでに
ちょっと！

で
は
す
ぐ
だ
。

　
こ
の
岬
は
、山
部
赤
人（
や

ま
べ
の
あ
か
ひ
と
）ら
の
万
葉

歌
人
が
そ
の
風
景
に
魅
せ
ら
れ

て
歌
を
詠
ん
だ
と
こ
ろ
。１
８

０
度
の
視
界
が
広
が
る
穏
や

か
で
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縁結びの神様、伊和都比売神社（いわつひめじん
じゃ）から海側に道をくだる遊歩道がある。ピンクの小
石を敷いたベンチで肩を寄り添わせる「恋人の聖地」、ふ
たりの願いをかなえるという「たたみ岩」などが点在する。熟
年世代でも、ふたりしてのんびり歩けば、ちょっぴり甘い青春
時代を思い出せそうだ。

赤穂御崎で
恋人散歩。

あ い お い ま ん よ う

あ こ う

＝ビューポイント　　＝釣りポイント　　＝食事・お土産・休憩所　　＝温泉

ドライブデータ
●大阪／神戸方面から「山陽道」利用、133.4㎞／114.9㎞
●広島・岡山方面から「山陽道」利用、213.1㎞／65.3㎞
※出発地中心部から赤穂御崎までの距離

岬 でひと風 呂

岬の スポット立 ち 寄 り



淡路IC
淡路北スマートIC（入口専用）

淡路SA

高屋JCT

大多田IC

鳴門JCT

※2020年6月現在

土佐PAスマートIC

四万十町中央IC

夢前スマートIC

佐用

佐用

勝央JCT

播磨
自動車道

上板SA

口和IC

福山SAスマートIC

三間IC

SA

瀬戸内しまなみ海道

PA

呉IC

沼田PA

沼田PA
スマートIC

津島高田IC

津島岩松IC


